
平成 24（2012）年度・栃木大会 「課題研究」募集要項 

 

Ⅰ．課題研究の定義 

 「課題研究」は、「課題」そのものを自ら設定して取り組む研究です。対象となるのは、 

１）高体連が求め、また高体連として取り組むべき課題、 

２）現行の分科会には含みにくい、あるいは分科会を横断する課題、 

であり、すべて公募によって受け付けます。 

 学校運動部や高体連が抱える問題は多種多様です。中には、「競技力の向上」「健康と安全」「部活動の活性

化」という従来の3分科会の枠に収まらないものもたくさんあるでしょう。現場が抱える様々な問題の中か

ら「課題」をピックアップして研究に取り組み、実践に基づく提言をしていただくことが高体連の研究に求

められています。課題研究はそのようなニーズに対応して設けられました。 

なお、ここでいう「課題」は、あらかじめ提示されたものの中から選択するのでなく、研究に取り組もう

とする方ご自身で設定してください。現場から、高体連全体にかかわる「課題」をピックアップし、現場に

フィードバックすることを意図した研究です。 

 

Ⅱ．「課題研究」の進め方と発表 

１．平成23（2011）年11月末までに、所定の「課題研究計画書」の書式にしたがって、研究計画を提出し

てください。提出先は、全国高体連研究部事務局です。 

２．提出された「課題研究計画書」は、平成 24（2012）年 1 月に審査し、原則として 2 件の研究が採択さ

れます。 

３．「課題研究」として採択されたものは、平成 24（2012）年 8 月末までに一次原稿を提出してください。

場合によっては、加筆・修正を求めることもあります。 

４．最終原稿の提出は、平成24（2012）年10月末までにお願いします。 

５．平成25（2013）年1月の栃木大会では、開会式後の全体会で発表していただきます。発表時間は30～

40分程度を予定しています。 

 

Ⅲ．研究奨励費 

１．「課題研究」として採択されると、研究奨励費として平成24（2012）年4月に10万円が支給されます。

研究奨励費は、研究の経費として使うことができます。アンケート調査の作成や郵送、調査に出かける

交通費などとしてお使いいただけます。 

２．発表にかかる経費（旅費等）１人分は、別途支給されます。 

 

Ⅳ．「課題研究」の例 

平成21（2009）年度 … 課題研究初年度（パイロット研究） 

 ・どげんかしたい宮崎県の部活動－顧問支援ハンドブックの作成と活用 

 ・複数校合同運動部活動の成果と課題に関する研究 

平成22（2010）年度 … 公募による課題研究開始 

・高体連活動に新しい意義と価値を見出す広島風アプローチ 

  －感動発信！ 広島県高校生レポーターキャラバンがつぐむスポーツコミュニティー 

・運動部活動と社会人形成 

  －社会人基礎力をはじめとする社会のニーズと運動部活動の方向性 

 

※ 全国高体連研究部事務局（担当 山梨県高体連事務局）                   


